
 

令和５年５月 定例記者会見 次第   

 

日時／令和５年５月 16日（火）１１時～  

場所／市役所本庁２階 特別会議室 

１ リリース情報 

資料１ 白びわ狩りを開催します 

～土肥地区でしか味わえない幻の白びわ～              

【土肥支所】 

資料２ 修善寺北又地区 土砂災害防災訓練を実施します 

～土砂災害発生！そのときあなたができる行動は？～                       

【危機管理課】 

資料３ 『みんなおいでよ！エンジョイ子育てフェス』を開催します 

～リニューアルした修善寺図書館前ロータンダを活用～              

【子育て支援課】 

資料４ 令和４年度ふるさと納税寄附金額が初の 10億円突破 

～ふるさとをみんなで応援～   

【企画財政課】 

  資料５ 第 24回静岡県市町対抗駅伝競走大会 練習事前説明会を開催します 

       ～キミの走りが、チームを変える！～ 

                                        【社会教育課】 

  資料６ 令和５年度ふるさと学級を開催します 

       ～仲間づくり研修会で交流を～ 

                                        【社会教育課】 

 

２ （一社）伊豆市産業振興協議会（ＤＭＯ）リリース情報 

  資料７ 『土肥ガイドクラブ』が発足しました！ 

～土肥温泉の魅力を堪能できる、４つのコースをご案内～ 

 

３ 市長の行事予定 

市長 行事予定（５月～６月） 

 

４ イベント情報 

５月～６月市内イベント情報  

 

次回開催予定：令和５年６月 20日（火）11時～ 市役所本庁２階 特別会議室 



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 

５月定例記者会見資料No.１ 

令和５年５月 16 日（火） 

 

伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

白びわ狩りを開催します 

～土肥地区でしか味わえない幻の白びわ～ 
１．要旨／土肥地区の特産品である『白びわ狩り』を６日間限定で開催しま

す。白びわは、全国で土肥地区でしか生産されていない稀商品です。 

ポイント！ 

●白びわは、収穫時期が短いことや果肉が非常に柔らかく傷つきやすいため、

市場にはあまり出回りません。 

●白びわ狩りは、コロナ禍により中止や持ち帰りのみとなっていたため、４

年ぶりの開催です。 

２．とき／５月 27日（土）～５月 29（月） 

６月３日（土）～６月５日（月） 

     受付：10時～15時 

 

３．ところ／伊豆市小下田 198-1（恋人岬隣） 

  

４．内容／白びわ食べ放題 30分間 

   ※白びわの実が、無くなり次第終了します。 

 

５．料金／大 人：２,０００円 

     小学生：１,０００円 

     未就学児は無料 

 

６．白びわについて／ 

全国で土肥地区の一部の農家でしか生産されておらず、収穫時期は５月下旬～６月上

旬の約１～２週間ほどと短く、なかなか味わうことができない伊豆市の特産品です。普

通のびわと比べると果肉が白っぽく、甘みと酸味のバランスが絶妙です。 

 

 

 

 

【問合せ先】総務部土肥支所（担当：吉田） 

〒410-3302 静岡県伊豆市土肥 670番地の 2   ℡:0558-98-1111   FAX：0558-98-2044    

 

  

▲白びわ 



問合せ／伊豆市土肥支所　☎0558-98-1111

ココでしか味わえないワケ！
白びわは、果肉が白っぽく果汁たっぷりで、とっても甘いのが特徴です。しかし、収穫時期が5月下旬～6月上

旬（1～2週間）と期間が短く、また、人肌のように柔らかくとても傷つきやすいことも特徴です。そのため、市

場性に乏しく、まさに、ここ土肥地区でしか味わうことのできないものです！

幻と呼ばれるワケ！
資料によると、明治10年、時の県知事が中国洞庭湖畔の洞庭院で白びわを見掛け、その美味しさを賞して種を

持ち帰り、県下13郡に配布し、栽培を試みたが、実を付けたのは伊豆市土肥地区（旧土肥町）だけでした。

明治36年5月には、知事の内意により天皇に献上して賞を拝しました。また、第50回全国植樹祭（平成11年に

旧天城湯ケ島町で開催）の時、再び陛下に献上しました。

しかし、戦後のミカンの好景気におされ、また昭和34年の伊勢湾台風により壊滅的な被害を受けて以来、『幻

の白びわ』と呼ばれるようになりました。

この白びわは、全国でここ土肥地区にしかなく、現在では、一部農家が生産しているだけの希少品です。

30分間食べ放題

(持ち帰り不可)

＊ご来場の皆様にお願い【新型コロナウィルス感染拡大防止対策】
・以下の症状のある方はご来場をご遠慮ください。

発熱（37.5°以上）、頭痛、せき・のどの痛み、嗅覚・味覚の違和感、倦怠感など

・混雑状況によっては、入場制限をさせていただく場合がございます。

伊豆市



▲報道発表資料 
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５月定例記者会見資料No.２ 

令和５年５月 16 日（火） 

 

伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

修善寺北又地区 土砂災害防災訓練を実施します 

～土砂災害発生！そのときあなたができる行動は？～ 
１．要旨／これからの季節は、大雨の頻度が増加する可能性が高く、土砂災

害の発生が懸念されます。市では、６月の土砂災害防止月間に合わ

せて、修善寺北又区をモデル地区に指定した、地域住民や自衛隊・

消防団などと合同の市民体験型訓練を実施します。 

ポイント！ 

●市民自らの対応力向上を目的に、自衛隊・伊豆市消防団の指導のもと実施し

ます。 

●自衛隊などと連携した、中山間地住民の避難者輸送訓練や炊飯車による炊き

出し訓練などを実施します。 

２．とき／６月４日（日）９時～11時 30分（予定） 

３．ところ／北又公会堂および周辺（伊豆市修善寺 1693－１） 

４．内容・概要／ 

９時 00分～９時 10分  消防団による訓練開始の広報巡廻実施 

９時 00分～９時 20分  区民避難訓練（自宅から北又公会堂への避難） 

９時 30分～10時 00分 避難者救出訓練…自衛隊ジープなどにより集会所へ搬送 

10時 00分～11時 00分 ①三角巾応急手当訓練 ②土のう訓練 ③同報無線操作訓練 

11時 00分～11時 05分  第３４普通科連隊挨拶 

11時 05分～11時 30分  土砂災害関係 DVD上映・カレー配食 

（※）08:00～11:00 炊き出し訓練 …自衛隊と区役員で作るカレー100食 

※訓練内容は変更になる場合があります。 

５．参加者／区民：約 50人 伊豆市消防団第１分団：約 10人 伊豆市女性消防隊：５人 

      陸上自衛隊第 34普通科連隊：約 10人 伊豆市職員：８人 

６．その他／主催：伊豆市 共催：北又区 

協力：陸上自衛隊第 34普通科連隊・伊豆市消防団（第１分団・女性消防隊） 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】危機管理課（担当：堀江、木口 ） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 38番地の 2  ℡:0558-72-9867 FAX：0558-72-6588   



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 

５月定例記者会見資料No.３ 

令和５年５月 16 日（火） 

 

伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

『みんなおいでよ！エンジョイ子育てフェス』を開催します 

～リニューアルした修善寺図書館前のロータンダを活用～ 

１．要旨／昨年度改修したロータンダ（修善寺図書館前の広場）で、『みんな

おいでよ！エンジョイ子育てフェス』を開催します。おもちゃ作り

や子育て相談など、同じ年代の子ども同士や子育て中のお母さん・

お父さんの交流の場です。 

ポイント！ 

●市内に８箇所ある『子育て支援センター』が一堂に会し、ロータンダを活

用した初のイベントを開催します。 

●伊豆総合高校の生徒に、ボランティアとして参加していただきます。 

２．とき／６月 18日（日）午前９時 30分～午前 11時 30分 

３．ところ／修善寺図書館前ロータンダ 

修善寺生きいきプラザ（健診ホール・保健指導室・和室・栄養実習室） 

４．参加者／就学前の乳幼児とお父さん・お母さん 

５．内容／ 

① 手作り玩具のコーナー（さかな釣り・センサリートイ・バッグ作り・ひこうき作り

など） 

② 絵本（ぐりとぐら）の読み聞かせ 

③ 絵本（ぐりとぐら）に出てくるカステラを配布 

④ なんでも相談（保健師への子どもの健康相談・子育て相談など） 

⑤ 写真撮影テクニック講座 

⑥ その他 

・ファミリーサポートセンター『おねがい（どっちも）会員』の紹介・募集 

   ・ママスタッフの募集 

   ・Familyizu(ふぁみりいず)の紹介 

６．ロータンダ改修について／ 

  屋外での交流の場として活用していくため、 

昨年度、国の新型コロナウイルス感染症対応地 

方創生臨時交付金を活用し、ゴムチップ舗装へ 

の改修を行ない、３月に完成しました。 

 ※ロータンダとは、円形の建築物です。 

                                    

【問合せ先】健康福祉部子育て支援課（担当：杉山） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 38番地の 2 ℡:0558-72-9864 FAX：0558-72-1196 

▲改修したロータンダ 



▲報道発表資料 

掲載ページ 

 

 

 

５月定例記者会見資料No.４ 

令和５年５月 16 日（火） 

 

伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

令和４年度ふるさと納税寄附金額が初の 10億円突破 

～ふるさとをみんなで応援～ 
１．要旨／令和４年度のふるさと納税による寄附金額は、10 億 2,894 万  

7,000円となり、初の 10億円突破となりました。 

ポイント！ 

●令和４年度の寄附額・寄附件数は、過去最多です。 

●昨年度に比べて、寄附額は 1 億 5,000 万円、寄附件数は 639 件増加しまし

た。 

２．令和４年度寄附実績／  

寄附件数：4,841件  寄附金額：1,028,947,000円 

（増加要因） 

・旅行関連返礼品が引き続き好調（寄附金額全体の９割以上） 

・加工食品返礼品の寄附申し込みが増加（令和３年度 363件→令和４年度 706件） 

・登録返礼品数の増加（令和３年度 213件→令和４年度 289件） 

（申込み返礼品の内訳） 

宿泊券やゴルフなどの体験チケットが寄附金額の９割以上を占めています。その他、

市内で生産・製造している燻製チーズや梅シロップ、地ビールなどが人気を集めました。 

 

３．令和５年度寄附金額の目標と取り組み／ 

寄附金額 12億円を目標に、全国的に人気のある水産加工品や少額寄附に対する返礼品

の開発に力を入れ、返礼品のレパートリーを増やしていきます。また、ふるさと納税ポ

ータルサイト内広告を実施し、露出拡大を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】総合政策部企画財政課（担当：安西） 

〒410-2413 静岡県伊豆市小立野 38番地の２  ℡:0558-88-8008 FAX：0558-74-3067    

 

▲返礼品の梅シロップとベアードビール&天城軍鶏 



▲報道発表資料 
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伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

５月定例記者会見資料No.５ 

令和５年５月 16 日（火） 

▲令和４年度の練習の様子 

第 24回静岡県市町対抗駅伝競走大会 練習説明会を開催します 

～キミの走りが、チームを変える！～ 

１．要旨／12 月２日（土）に開催される『静岡県市町対抗駅伝競走大会』に

向け、選手候補として記録に挑戦したい人や、走ることが好きな人

を募集し、７月から練習会を開催します。市では、練習会に参加を

希望する選手や保護者を対象に練習説明会を開催します。 

ポイント！ 

●練習会は、修善寺会場（主に修善寺・中伊豆・天城湯ケ島地区在住の人）

と土肥会場（主に土肥地区在住の人）の２会場で開催します。 

●今年度から、各会場で走者区分別【小学生、中高校生（男女別）、一般（男

女別）】のメニューを実施し、効果的で充実した練習を目指します。 

２．とき／６月 15日（木） 19時～21時 

 

３．ところ／修善寺生きいきプラザ 1階 

   市民文化ホール 

      ※今年度は、１会場で開催します。 

 

４．内容・概要／ 

  ①スタッフおよび参加者紹介 

（監督、コーチ、サポートスタッフおよび参加者） 

②大会概要、選手区分およびコースなどの紹介 

③練習会スケジュールや選考方法などの説明 

 

５．対象者／ 

  ①小、中学生…市内在住または市内の学校に通う小学４年生～中学３年生 

         ※小学３年生以下でも練習会への参加は可能です。 

②高校生…市内在住または市内中学校の卒業生 

③一般…市内在住、市内中学校を卒業し現在は市外・県外に在住の人、または市内に 

在勤の人 

 

６．その他／説明会参加の事前申し込みは不要です。直接会場へお越しください。 

 

【問合せ先】教育部社会教育課（担当：佐藤） 

〒410-2592 静岡県伊豆市八幡 500番地の１ ℡:0558-83-5477 FAX：0558-83-5480    

 



 

 

キミの走りが、チームを変える！ 

対  象 

※練習日のご案内や、

参加時の注意事項をご

説明します。 

伊豆市教育委員会 社会教育課（ｽﾎﾟｰﾂｽﾀｯﾌ） 
〒410-2592 伊豆市八幡 500-1（伊豆市役所 中伊豆支所２F） 

☎：0558-83-5477 （受付：平日 8：30～17：15） 
📧：sport@city.izu.shizuoka.jp 

お問合せ 

・小、中学生…市内在住または市内の学校に通う小学４年生～中学３年生 

・高校生…市内在住または市内中学校の卒業生 

・一 般…市内在住、市内中学校を卒業し現在は市外・県外に在住の方、 

     または市内に在勤の方 

説明会日時 
６月 15 日（木） 19:00～21:00 ごろまで 

場所：伊豆市修善寺生きいきプラザ 1 階 市民文化ホール 

（住所：伊豆市小立野 66-1） 

◎1 会場にて行います。みんなで練習に向けて気持ちを高めよう！ 

練 習 会 

○修善寺・中伊豆・天城湯ヶ島地区 

 ７月３日より毎週月曜日 19:30～ 

 場所：修善寺グラウンド 

○土肥地区 

 ７月５日より毎週水曜日 19:00～ 

場所：伊豆総合高校土肥分校グラウンド 

【チームスタッフ大募集中！】 

チーム運営にご協力いただけるスタッフも募集中です！ 

小学４年生未満でも 

練習会への参加 OK！

※大会への出場は原則不可 

 

みんな、いい顔してます！【R4 修善寺会場】 

令和５年 12 月２日（土）に開催される「第 24 回静岡県市町対抗駅伝競走大会」に向けて、

伊豆市チームとしての練習説明会を開催します。今年度は、区分別【小学生・中高校生（男女別）・

一般（男女別）】での練習を充実し、成長過程に応じたメニューを実施します。 

―こんな方、大歓迎ですー 

☆とにかく走るのが好き！ 

☆楽しく、気持ちよく、 

 早く走れるようになりたい！ 

走るの楽しい！【R4 土肥会場】 



▲報道発表資料 
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５月定例記者会見資料No.６ 

令和５年５月 16 日（火） 

 

伊豆市 
IZU CITY 

自然・歴史・文化が薫る、誇りと活力に満ちた「伊豆半島の新基軸
クロスロード

」・伊豆市 

     令和５年度ふるさと学級を開催します 

～仲間づくり研修会で交流を～ 
１．要旨／子どもたちに、伊豆市の豊かな自然・文化に触れる場や、特徴的

な産業を知る機会を提供し、大人になり「伊豆市に住みたい、地元
に戻りたい」と思ってもらえるよう、伊豆市の良さを体験するふる
さと学級の第１回学習会を開催します。 

ポイント！ 

●ふるさとを大事にする気持ちを育む、『伊豆っ子宣言』を意識づけた学

習会です。 

●初めて会う仲間や地元講師、伊豆っ子サポーターと交流し、学校とは異

なる人間関係づくりができる場です。 

２．とき／６月 17日（土）９時 30分～ 

３．ところ／六仙の里公園（伊豆市城 1041） （雨天の場合：中伊豆社会体育館） 

４．内容／仲間づくり研修会 

『初めて会う仲間との交流』や『集団行動を身につける』ことを目的とし、裾野や御殿

場を拠点に、キャンプや野外活動などを伴う活動ができるリーダーを養成しているボラン

ティア団体『童親会』を講師に招き、集団行動の基本動作や体を使ったゲームを交えなが

ら、ジュニアリーダーとしての心構えや役割を学びます。 

５．プログラム／ 

10時 00分～ 開講式 

10時 20分～12時 00分 学習会（①アイスブレイクゲーム②集団行動③基本動作） 

12時 00分～ お昼（雨天の場合：２階フロアでお弁当） 

12時 45分～15時 30分 学習会（①班の結束を高めるゲーム②講話 ふるさと学級って何？） 

６．参加者／市内の４～６年生 45人 伊豆っ子サポーター 16人 

７．伊豆っ子サポーターとは／ 

  児童の統括や指導ができる人材育成を目的とし、ふるさと学級や市子ども会などの運

営事業に協力していただいているボランティア団体です。 
 

【問合せ先】教育部社会教育課（担当：髙田） 

〒410-2592 静岡県伊豆市八幡 500番地の１ ℡:0558-83-5476 FAX：0558-83-5480 

▲令和４年度ふるさと学級 仲間づくり研修会の様子 
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一社）伊豆市産業振興協議会 

令和５年５月 16日 

  

 『土肥ガイドクラブ』が発足しました！ 

～土肥温泉の魅力を堪能できる、４つのコースをご案内～ 

１．要旨／土肥温泉と周辺地域を活動の場とする『土肥ガイドクラブ』が、

地元の有志により令和５年４月 12 日に設立されました。多くの人

が土肥温泉と周辺地域の歴史・自然・文化に触れることができるよ

う、サポートします。 

ポイント！ 

●ガイド料は、ガイド１人につきお客様 10人までの 1グループ 500円と廉価

です（11人以上は要相談）。 

●お一人様からでもご利用いただくことができます。 

２．コース／ 

①神社仏閣と御朱印めぐりコース：約 1時間 50分 

土肥神社では霊験あらたかな平安の大楠と願いが叶う木くぐり、古

の街道を歩いて安楽寺の子宝の湯『まぶ湯』を拝観、そして歌川国秀

作の日蓮上人一代記の板絵 90枚の拝観と御朱印を求めて清雲寺へ。 

 

②黄金を探るコース：約 1時間 55分 

徳川幕府の財政を支えた金山奉行大久保長安開発の金山を訪ねた後、

沼津城築城で切り出された石切り場の見学、温泉を活用し徳川幕府へ

献上された早場米が作られた稲宮神社、伊豆最古の金山龕付天
がんつきてん

正金鉱
しょうきんこう

では手掘り体験もできる。 

 

③文学散策コース：約 1時間 40分 

土肥の魅力的な自然を詠み、土肥の湯の街で感じた人々の温かさに

ふれあった多くの歌人作家の足跡を訪ねるコース。ガイドによる土肥

の伝説や風習など、地元ならではのこぼれ話を聞くことが出来る。 

 

④戦国コース：約 1時間 20分 

戦国武将富永水軍の高谷城跡の散策。戦国武将北条早雲と五代に渡って戦乱の世を駆け抜けた西伊豆

の水軍大将富永山城守。当時の出城付近は現在漁船が寄港する穏やかな漁港。大薮弁天には明治時代い

るか漁で栄えた名残の塔が建立されている。 

 

３．申込み／土肥ガイドクラブ（事務局：伊豆市観光協会土肥支部） 

伊豆市観光協会土肥支部ホームページの問合せフォームより申し込み 

       https://toi-annai.com/2023toiguideclub/ 

 

【問合せ先】 

（一社）伊豆市産業振興協議会（担当：小野・植田） 

〒410-2416 伊豆市修善寺 838-1 電話：0558（72）7007 FAX：0558（72）7003 

 

プレスリリース 

▲土肥温泉の総鎮守
そうちんじゅ

 土肥神社 

▲石切場 

https://toi-annai.com/2023toiguideclub/

